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令和８年度主要事業の計画 

                             中央公民館  

事業計画 

◎中央公民館 

１．運営維持管理事業 

（１）貸館等事業 

  施設の適切な管理運営により、利用者の利便性の向上に努める。 

（２）運営審議会の開催 

  年２回の開催を予定：1回目 8月予定 2回目 3月予定 

（３）主な施設整備 

・中央公民館空調設備改修事業 （別紙資料） 

・中央公民館ホワイエ前外構床タイル修繕 （工事費 550千円） 

  ・第二駐車場面外壁タイル修繕（工事費 307千円） 

 

２．市民学習推進事業 

（１）市民講座 

目 的：市民のニーズや生活・地域・社会的課題等を各種テーマにした講座を通じて自ら学び、

出会い、また、仲間づくりの機会を提供して、生きがいのある日常生活に寄与する。 

時 期：春季講座（6月～8月）、秋季講座（10月～12月）、短期講座（随時） 

（２）勤労青年国内研修事業 

目 的：兄弟都市鹿児島市との青年研修交流（派遣・受け入れ）を通して、鶴岡市と鹿児島市と

の関わりを学ぶとともに、郷土の理解を深め、地域を愛し、地域づくりに貢献する青年

リーダーを養成する。 

 時 期：9月 18日から 20日に鹿児島市より研修生受入れ予定。 

（３）中央公民館文化祭 

目 的：サークル活動の成果発表の場を提供するとともに、サークル会員相互交流の促進を図る。 

時 期：10月上旬 

（４）早春文化展 

目 的：市民が日頃趣味や教養として学んできた成果である作品を展示し、また作品鑑賞を通じ

て市民が交流する場を提供する。 

時 期：令和 9年 2月下旬予定 

（５）サークル育成 

目 的：・中央公民館サークル連絡会及び加入サークル等の育成 

  ・市民講座でサークル共催講座を実施し、サークルの周知と会員の加入促進を図る 

     ・サークル連絡会事業への協力及び公民館事業への協力による相互連携 

年間事業：文化祭、サークル交流会、サークル共催講座、早春文化展出品協力等 

（６）市民ギャラリー 

目 的：日頃、表現活動や発表機会の少ない団体や個人の活動を紹介するとともに、中央公民館

談話室を市民の生涯学習活動の発表の場として気軽に利用していただくことにより、広

く市民の芸術文化の振興・向上と日常生活に活力と潤いを与える。 

対 象：一般市民が趣味等の学習活動で作成した作品 
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期 間：通年 1階談話室にて移動展示パネルを無料開放 

（７）少年少女古典素読教室 

目 的：江戸時代の末期に、庄内藩校「致道館」で行われていた中国古典（論語）の読み方を学

習しながら、大きな声を出して読み（素読）、古典に対する理解と関心を高め、鶴岡独

自の学風を継承する。また、郷土の史跡や文化財めぐりを通じて仲間づくりをすすめる

とともに、豊かな風土と先人の生き方に触れることにより、将来の人材を育成する。 

共 催：公益財団法人致道博物館・致道館文化振興会議 

対 象：鶴岡市内の小学校 1年生～中学校 3年生 

期 日：5月～8月 

7月史跡文化財めぐり 

（８）こども文化クラブ 

  目 的：子どもたちが伝統文化に触れる体験を通し、理解と関心を高め相互の交流を図る。 

  時 期：6月～7月 

共 催：鶴岡市芸術文化協会 

対 象：鶴岡市内の小学校 1年生～6年生 

（９）地域生涯学習講座 

目 的：旧鶴岡地域の 15郊外地区の自治振興会が、地区コミュニティセンターを会場に実施す

る生涯学習の講座に対して支援する。 

対 象：9地区（中公担当：9地区、社教担当：6地区） 

 

◎視聴覚部門 

１．視聴覚学習推進事業 

（１）視聴覚ライブラリーの運営 

   目 的：旧庄内視聴覚ライブラリーから引き継いだ視聴覚教材（16㎜ﾌｨﾙﾑ、VHS、DVD）を幼稚園・

保育園、児童館、社会教育団体及び関係各課に貸し出すとともに、庄内５市町相互貸出

しの連携を強め、広域ライブラリーの拠点として、視聴覚教材の再資源化を通し社会教

育振興に資する。 

時 期：通年 

（２）おとなのための名画館、こども映画会の開催 

目 的：16㎜フィルム教材映画を活用し、教育的意義をもった良質な教材映画の視聴機会を提供

する。 

時 期：年 3回程度（おとなのための名画館：11月、2月、こども映画会：12月） 

  映画会、事業としての開催形式の検討 

 

 

２．天文学習及びプラネタリウム活用事業 

目 的：庄内唯一のプラネタリウム施設である特色を活かし、天文に関する理解を深めるととも

に興味を高め、理科教育・情操教育・レクリエーションに役立てる。 

     

（１）一般公開 

  対 象：一般 
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 時 期：ＧＷ（4月～5月）、七夕（6月～7月）、夏（7月～8月）、 

秋（10月～11月）、クリスマス（12月）、冬（1月～2月）、春（3月） 

（２）団体投映 

対 象：庄内地区の幼稚園・保育園等の団体 

時 期：七夕（6月～７月の平日）、クリスマス（12月の平日） 

（３）天文移動教室 

対 象：庄内地区の小学 4年生・6年生 

時 期：9月 2日（水）～10月 2日（金） 

（４）団体観覧 

  対 象：おおむね 10人以上で構成される各種団体 

  時 期：随時 

 

◎女性センター 

１．女性講座運営事業 

（１）春季・秋季・短期講座、かがやき女性塾 

目 的：地域社会における多様な課題等をテーマにした魅力ある講座を通して、「集い・学び・ 

交流する」機会を提供し、充実した生きがいづくりに努める。 

時 期：春季講座（5月～6月）、秋季講座（10月～11月）、短期講座（ 6月～3月）、 

かがやき女性塾（11月） 

 

２．職業支援事業 

目 的：就職や社会参加のため、より専門的な資格取得の準備講座や就職に有利な技術を習得す

る講座を開設し、充実した職業生活の推進に努める。 

（１）資格取得準備・就業支援講座 

時 期：調理師試験合格をめざして（6月～10月）、パソコン講座（6月、2月） 

 

３．家庭支援事業 

（１）親子ふれあい教室 

目 的：共同体験を通して親子のふれあいを促進し、明るい家庭づくりを支援する。 

  時 期：8月 

（２）男性料理教室 

目 的：男性の家庭生活への参画を促進し、料理を通して食を考える機会とし、男女共生の力

を育成する。 

時 期：10月～2月（年 3回） 

 

４．サークル育成 

目 的：・女性センター登録サークル連絡協議会及び加入サークル等の育成 

   ・市広報及びチラシ等による、サークルの周知と会員の加入促進 

年間事業：文化祭、研修旅行、古切手集めなどのボランティア活動等 

 



別紙資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)内容 

①令和 8，9年度の 2箇年事業 

②令和 9年度実施予定の現場工事 9ヶ月間は休館 

(貸館、プラネタリウムは休止、講座は別会場にて実施) 

(2)スケジュール  
予算   ： 令和 8,9年度(債務負担行為が必要) 
設計再委託： 令和 8年 4月～5月 

 入札   ：  〃 年 7月 
 契約   ：  〃 年 9月 
 工期   ：  〃 年 10月～令和 9年 12月 
   (うち現場工事(休館)令和 9年 4月～12月) 
 

 

(1)昭和 59 年 7 月開館から 41 年経過。全体的に老朽化が進んでいて、空調

も故障や停止が発生している。 

①中央式空調設備のため故障時は全館の冷暖房が一斉停止。 

②冷温水発生機、冷却塔、冷却水ポンプ以外更新しておらず、空調効率が

低くなっている。 

③腐食や経年劣化等による交換必要部品がメーカー供給体制で 

の廃盤により調達・修理対応が不可能 

(2)利用者から部屋の室温に関しての要望が多い。 

老朽化だけでなく延床面積 4,393㎡に対し空調能力が不足している。 

(1)工事内容 

①設備・機器は配管等の一部を除き全て更新。 

②空調方式を中央式から個別分散方式に変更。 

③②に伴い熱源は重油から電気に変更。 

④③に伴い、電気容量が増えることから、受変電設備の増設。 

 

(2)事業費 

①実施設計再委託：  3,200千円(再積算業務) 

②工事費    ：205,600千円（債務負担行為 514,000千円） 

③消耗品費   ：200千円 

＊ 利用者の快適性が大きく高められ、子どもから高齢者まで安

心して利用できる。 

 

 

中央公民館空調設備改修事業 
令和 8 年度予算額 209,000 千円 

現状（取組状況）・課題 施策の方向（実施方針）・内容 

施策の成果（到達点） 

今後のスケジュール・内容 


